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･新しい家での生活・皆さんの声             （報告１） 

･高齢障がい連携会議に参加！              （報告２） 

･「葛藤・対立の時代のリーダーシップ」研修報告     （報告３） 

新
あたら

しい暮
く

らし・皆
み な

さんの声
こ え

 

⑥ 

報告 1 

 ７月７
なの

日
か

に旧
きゅう

えびす・ぱれっとホームか

らの引
ひ

っ越
こ

しを終え
お  

、新た
あら  

な７人
にん

の生活
せいかつ

が

スタートしました。入居
にゅうきょ

時
じ

には、「（外
そと

階段
かいだん

だった）えびすと比べ
くら  

ると、中
なか

に階段
かいだん

がある

し、建物
たてもの

もきれい」「部屋
へ や

もベッドもきれ

い！」と、みなさんの声
こえ

が弾んで
はず    

いました。

えびすホームでは４人
にん

が暮らし
く   

ていました

が、新た
あら  

に３人
にん

が加わり
くわ    

、いこっとで

暮らして
く    

いた２人
り

にとっても仲間
な か ま

が一挙に
いっきょ  

増えた
ふ   

こともあって、最初
さいしょ

の頃
ころ

はお互い
 たが   

戸惑い
と ま ど  

はありましたが、挨拶
あいさつ

はしっかりで

きていて、気
き

になる人
ひと

には直接
ちょくせつ

話
はな

しかけた

りしています。企業
きぎょう

で働いて
はたら   

いる人
ひと

が 3人
にん

い

て帰り
かえ  

が少し
すこ  

遅
おそ

いため、夕食
ゆうしょく

も全体
ぜんたい

でいっ

しょには取れません
と    

が、遅く
お そ  

帰って
かえ    

くる人
ひと

には「お帰り
 か え  

」の声
こえ

を自然
し ぜ ん

とかけていて、

雰囲気
ふ ん い き

がとても良い
よ  

です。 
 

●入居者
にゅうきょしゃ

・アルバイトの声
こえ

 

Oさん：きれいなホームでよかった。

お部屋
  へ や

も新しく
あたら    

、とても気に入りました
き  い     

。 

Aさん：楽しく
たの    

生活
せいかつ

できています。

良かった
よ   

です。 

Mさん：ぱれっとホームがきれいになって

よかったです。生活
せいかつ

が楽しい
たの    

です。 

Kさん：生活
せいかつ

が楽
たの

しいです。 

Iさん：とても住みやすい
す    

です。 

K さん：食事
しょくじ

の時
とき

には賑やか
にぎ    

だし、とても

住みやすい
す    

です。 

Nさん：乾燥機
かんそうき

があって、洗濯
せんたく

物
もの

が生
なま

乾
がわ

きに

ならなくて快適
かいてき

です。 

A さん(アルバイト)：みなさんが安心
あんしん

して

暮らせる
く   

場所
ば し ょ

にしていきたいです。 
 

●七
なな

色
しょく

のレインボーカラーを出
だ

して 

 ７人
にん

の個性
こ せ い

豊か
ゆた  

な人
ひと

たち、お姉さん
 ね え   

役
やく

の

人
ひと

もいれば優しい
やさ    

おじさん役
やく

の人
ひと

もいて、

サザエさん一家
い っ か

のような、ひとつ屋根
や ね

の下
した

で和気
わ き

あいあいとゆったりとした時間
じ か ん

が

流れて
なが    

いきます。このような空間
くうかん

をいつま

でも大事
だ い じ

にしていきたいですね。 

 （理事長
りじちょう

/ぱれっとホーム施設
しせつ

長
ちょう

 相馬
そ う ま

宏
ひろ

昭
あき

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お互い
 た が  

を尊 重
そんちょう

し合って
 あ   

仲
なか

のいい雰囲気
ふ ん い き

】 
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７月 25日に区役所で行なわれた高

齢障がい連携会議に参加しました。

この会議は、高齢者福祉の分野と障

がい者福祉同士の切れ目のない支援

やスムーズな移行のための情報共有

とネットワーク作りを目的として、

数年前から始まった連携会議です。 

●前半  

「障害福祉サービスより介護保険サ

ービスの移行について」の事例を元

にしたパネルディスカッションを行

ないました。障害者総合支援法では

65 歳になった時に、障害福祉サービ

スに相当する介護保険サービスがあ

る場合は、基本的に介護保険サービ

スを優先して利用することとなって

います。65 歳になったタイミングで

本人の状態に大きな変化が無くとも

利用するサービスが大きく変わるこ

ととなります。そのため特に障害福

祉を利用していた人が高齢者福祉に

移行する際に本人や支援者が混乱す

ることがありました。障害福祉固有

のサービスである行動援護、自立訓

練、就労支援などは引き続き利用で

きますし、ケアプラン上介護保険給

付で確保できないものは障害福祉サ

ービスを利用できますが、65 歳を迎

えても安心して必要な支援を受け続

けられるためには、どんな制度や仕

組みがあると良いのか、現時点での

課題や問題について考えました。 

●後半  

「チンゲンサイ」という言葉につい

てグループワークをしていきました。

「ホウレンソウ」はチームで業務や活

動をする時に大切な《報告・連絡・相談》

の頭文字を取ったもので、聞いたこと

がありましたが、「チンゲンサイ」は聞

いたことがありませんでした。実際、事

前のアンケートでも参加者 54 名中 39

人は知らないと回答をしていました。

これは、《沈黙する・限界まで言わない・

最期まで我慢する》という退職に繋が

ってしまう行動の頭文字を取ったもの

で、「チンゲンサイにならないようにし

ていこう」という風に使われているよ

うです。これは、思っていることを話し

ていこう、我慢しない様にしようとい

う意味でもありますが、思っているこ

とを話しやすい雰囲気に出来ている

か、我慢しなくても良い職場に出来て

いるかなどを確認するものでもありま

す。一方でグループワークでは、プライ

ベートな話を職場でしたくない人が増

えている、すぐにハラスメントとして

捉えられてしまうので新しい職員など

への接し方が難しくなってきている等

の意見もあり、上司や先輩側の立場か

らしても難しい問題なのだなと感じら

れました。 

●まとめ 

一日の多くの時間を費やす仕事を

「やりがいがある」と感じながら働く

のと「我慢しなくては」と感じながら働

くのでは幸福度が大きく変わると思う

ので、一人ひとりの働き方や価値観を

尊重しながら、コミュニケーションを

取って働きやすい職場にしていくに

は、どのようなことが自分に出来るの

か考えて少しずつ実践していきたいと

思いました。 

（おかし屋ぱれっと井上ムハンマド） 

 

 

 

 
高齢障がい連携会議に参加！ 
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７月～８月にかけての３日間、NPO サポ

ートセンター主催の研修「葛藤・対立の時

代のリーダーシップ‐組織に変化をつくる

NGO/NPOマネージャー実践プログラム-」に

参加しました。組織開発コンサルタントで

あるトランジションサイクル株式会社の後

藤拓也さんを講師として、組織を動かして

いく上で避けられないコンフリクト（対立・

葛藤）に向き合う方法を、分野は違えど同

じく非営利団体で活動する 10 名の参加者

と実践を交えながら学びました。 

●原因論と目的論 

まずはじめに、上司、部下、他セクショ

ン、ステークホルダー等、組織に関わる多

様な人をマネジメントする立場になった

際、役割の難しさ（情報の非対称性、コトを

進めヒトと向き合う…等）に、時代性によ

る難しさ（多様性の尊重、ハラスメント意

識の高まり、人材流動性の高まり…等）も

加わり、コンフリクトの発生はほぼ不可避

であることを学びました。自分自身がコン

フリクトを抱えることもありますし、対立

する二者間のサポートをする場合もありま

す。また、自分自身を当事者とする他者と

のコンフリクトを解消しなければならない

場面もあるでしょう。 

この研修ではそういった場面で、原因論

（なぜ起こった？何が悪い？誰が正し

い？）の捉え方ではなく、目的論（何を必要

としている？何が起ころうとしている？）

の視点で、今起きているコンフリクトはこ

れから起こるべき変化のために必要なこと

と捉えることが示されました。 

●互いの痛みと願いにつながること 

家庭や学校、職場等で相手と意見が食い

違い、物事が上手くいかなかった経験は誰

にでもあるでしょう。この研修ではコンフ

リクトが発生した時に、実は自分も、そし

て相手も、自身の感情や願い（ニーズ）に無

自覚なことがあると考えます。無自覚のま

ま先に進もうと問題の解決策を考え始める

と、妥協や更なる不信、不満を生む可能性

があるとします。そこでまずは自分のニー

ズ、そこから生じる感情を探る練習をしま

した。そして相手のニーズ、感情を感じ取

るコミュニケーションの手法をグループワ

ークで実践しました。 

ニーズの例 

安定・調和・秩序・仲間・共感・高め合い・配

慮・あたたかさ・尊敬・サポート・理解・承認・

信頼・受容・ユーモア・成長・挑戦・貢献・選

択・自由・探求・・・ 

感情の例 

【満たされている時】 

親しみがある・思いやりのある・夢中になる・

ワクワクする・やる気のある・楽しい・感謝し

ている・誇らしい・大丈夫だ・気持ちのいい・

落ち着いた・達成感・・・ 

【満たされていない時】 

こわい・不安な・イライラ・恨み・うんざりし

た・混乱した・悔しい・うらやましい・疲れ

た・ためらい・落ち込んだ・憂鬱な・悲しい・

傷ついた・後悔した・・・ 

印象的だったのは、参加者の多くがこれ

までは問題解決型のコミュニケーションを

とっており、今回の感情に焦点を当てたコ

ミュニケーションを新鮮に感じたことで

す。確かにマネージャーは常に問題と向き

合い、助言や解決を求められます。感情を

挟むことはある種ご法度とされてきたよう

にも思います。しかし感情をテーブルに乗

せ、そこから対話を広げる（≠感情的に話 

「葛藤・対立の時代のリーダーシップ」研修 

 

報告３ 
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す）ことで、立場や意見の相違を超えて、互

いが同じ地平に立つ協力者となれると気づ

かされました。とはいえ、頭で思考したこ

とを言語化することは慣れていても、身体

と心で感じたことを表現するのは、実際にや

ってみるととても難しく、中々本当の感情と

ニーズに辿り着けませんでした。講師の後藤

さん曰く、感情とニーズを扱うスキルは自転

車に乗るスキルのようなもので、最初は怖く

て何回も転びますが、練習して慣れると思い

通りに扱えるようになるとのことです。 

 

 

 

 

 

 

●構造を捉える視点とメンタルモデル 

ここまでは目的論に沿い、感情やニーズ

からコンフリクトを解消する対応策を学ん

できました。それに加え、コンフリクトの

責任を個人に帰するのではなく、人が代わ

っても同じ状況であれば誰でもそうなって

しまうような「構造」に気づくことも重要

だと示されました。この考え方を「システ

ム思考」と言います。 

何か問題が起こった際に、表面的な問題

にすぐ反応し解決を試みようとすると、そ

の奥に潜む構造の問題点に気づかず改善さ

れないまま同じことが繰り返されることに

なります。裏を返せば、良い構造を築くこ

とで、コンフリクトの緩和や予防に役立ち、

良い循環を生み続けられるということです。 

構造を構成する要素 

①物理的構造（建物や配置） 

②情報の流れ（誰がどの情報にアクセスでき

るか/フィードバックされるか） 

③制度・ルール/報償・罰則 

④文化・雰囲気 

⑤目的・目標の共有/非共有 

⑥アイデンティティ（自己定義） 

 そして構造を生み出す心理的な枠組み、

前提のことを「メンタルモデル」と言いま

す。「～べき」「～である」「～は正しい」「所

詮～」等と言い表され、過去の経験から形

成されることが多いのですが、組織におい

ては個々人のメンタルモデルが異なること

がすれ違いを引き起こします。メンタルモ

デルの存在自体に気づいていないことも

多々ある中、それに気づき他の可能性や選

択肢を探るプロセスが組織にとって大きな

より良い変化への道となるそうです。 

メンタルモデルの例 

・良いリーダーとは強くリードできる人である 

・多少の困難を伴っても新しいことに挑戦す

べきである 

・できるだけリスクを排除して行動すべきである 

⇒「もし、そうではなかったら？」の視点 

●まとめ 

 今回同じような立場の参加者が集まり実

践を交えて学んだことで、共有できる悩み

や気づきがたくさんありました。社会課題

に向き合う、意義ある組織だからこそ、活

動を持続するためのコンフリクト解消の視

点は重要であると学びました。そしてその

スキルは高めていくことができる、と希望

を持つことができた研修でした。 

▲相手が感情とニーズにつながるサポートをする 

▲自分自身の感情とニーズを捉える 

 
この悲しみ（感情）は 

「挑戦」というニーズを 

求めているんだなぁ 

 

この感情の奥に他の

感情はないかな？ 

その状況で 

困惑している 

のですね 

（感情） 

 

もしかしたら 

「共感」を必要 

としているので

はないですか？ 

（ニーズ） 

⑨ 
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